
中東情勢の緊迫で80ドル台回復
NY原油先物相場は、1バレル＝81ドル台後半まで値上がりし、6月15日以来の高値を更新した。米国と

イランの対立激化が警戒され、供給不安を織り込む動きが優勢になった。ホルムズ海峡でイランが船舶

に対して攻撃を行ったことをきっかけに、米国とイランの間では攻撃の応酬が行われている。この影響

でホルムズ海峡のタンカー通航数が大きく落ち込んでおり、改めて供給・流通環境の悪化が原油相場の

反発を促した。トランプ米大統領はイランとの交渉に意欲を示す発言も行っているが、先行き不透明感

の高まりが原油相場の安値修正を促している。

イランがホルムズ海峡の封鎖を表明したのに対して、米国はイラン関連タンカーの出入りを規制する方

針を示した。すでにイラン産原油に対する制裁を復活させているが、さらに物理的にもイラン産原油の

海上輸送を制限することになる。また、戦闘状態ではイラン以外の船舶もホルムズ海峡の通航を見合わ

せやすくなり、供給量の減少圧力が、原油相場の安値修正に直結した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（7月10日時点）は、原油が前週比169万バレル減、ガ

ソリンが153万バレル減、石油精製品が456万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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（出所）LSEGよりマーケットエッジ作成
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中東情勢の混乱中は上振れリスク、不安定な地合が続く
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【展望】

中東情勢に強く左右される地合になる。前週は米国とイラン

との間で攻撃の応酬が続いたことが、原油相場を押し上げた。

戦闘状態ではホルムズ海峡の船舶航行は困難になり、回復傾

向にあった供給量の大幅な落ち込みは避けられない。今週も

攻撃の応酬が続き、湾岸諸国からの原油輸出が停滞すれば、

原油相場の一段高は避けられない状況になる。80ドルを上抜

いたことで、85ドルに迫る可能性もある。

特に注意が必要なのは、イランがイエメンの武装組織フーシ

派を通じてバブ・エル・マンデブ海峡を攻撃する可能性も浮

上していることだ。米軍がイランの電力インフラなどを攻撃

した場合には、フーシ派が同海峡を攻撃する可能性が高まっ

ている。サウジアラビアは、ホルムズ海峡を回避するため、

紅海側からの輸出を強化している。バブ・エル・マンデブ海

峡は日量700万バレル強の原油が流通しているとみられるだ

けに、ホルムズ海峡に加えて同海峡からの供給も滞ると、国

際原油市場に与えるインパクトは大きく、一気に90ドルに迫

る可能性もある。

一方、トランプ米大統領はイランとの協議にも意欲を示して

いる。真偽は不明だが、イランから協議の要請があったとも

発言している。米国とイランの攻撃の応酬が一服し、両国が

何らかの協議を実施できる状況になると、供給不安の織り込

みが一服し、70ドル台前半から中盤まで急反落する可能性が

ある。

中東情勢次第で、上下双方に大きく揺れ動く可能性が高い不

安定な地合が想定される。米国とイランがどのような着地点

を描くのか、政治的な判断に依存する。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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